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１ 委員会の概要 

⑴ 名   称   議会のあり方調査特別委員会 
 

⑵ 委員定数  ７人 
 

⑶ 委  員 
 

委 員 長 矢 田 松 夫 副委員長 河 﨑 平 男 

委  員 石 田 清 廉 委  員 伊 藤   實 

委  員 河 野 朋 子 委  員 下 瀬 俊 夫 

委  員 松 尾 数 則 

 

⑷ 目 的 

本委員会は、二元代表制の一翼として、議会が有する監視機能及び政策

立案機能を最大限に発揮するために議会がどうあるべきかを調査するた

め、平成２６年３月に設置された。 
 

⑸ 検討経過 

平成２５年９月議会における議会機能向上特別委員会の最終報告の中で、

議会機能向上のため、今後更に検討する必要があるとされた項目を中心に

これまで２４回の議論を重ねてきた。 

 

２ 議員定数について 

⑴ 現在の議員定数 

現在の本市議会の議員定数は、「２５人が理想であるが、条例定数は２４

人のままとするも、当分の間２２人とする」というものである。 

これは、前任期の議会において、本市議会の機能向上のための方策を検

討するため、平成２５年３月に設置された議会機能向上特別委員会で検討

された結果、決定されたもので、その理由は、次のとおりである。 

議員定数を検討するに当たって 

○ 常任委員会数は三つ 

○ 委員数は６人から８人まで 

○ 議長は常任委員会に所属しない 



2 

 

以上を基本とすることを決め、それにより導き出された「定数２５人、

２２人、１９人」を基準に協議した。 

その結果、まず、民意を反映させるため、かつ議会機能向上のためには

議員定数は２５人が理想であるとの意見で一致した。 

さらに協議を重ねた結果、「意見の違いはあるものの、一定の結論を出す

べきであり、まとめることのできる数字は２２人である」との意見でおお

むね一致し、現在の条例が制定された。 
 

⑵ 本特別委員会における議員定数の検討 

現在の条例に基づく定数は、「当分の間」という時限的なものであるため、

現任期の議会において、議会のあり方調査特別委員会を設置し、引き続き

検討することにした。 
 

⑶ 検討結果 

本特別委員会では、議会機能向上特別委員会最終報告を基本にしつつ、

現在の議会運営の状況を踏まえ、本市の適正な議員定数について検討した。 

その結果、 

○ 常任委員会（一般会計予算決算常任委員会を除く）の数は三つ 

○ 十分な審査に必要な委員数は７人か８人 

○ 議長は中立的な立場であるため、常任委員会に所属しない 

という考え方で一致した。 

さらに具体的な議員定数について「委員数７人の２２人」とするか「委

員数８人の２５人」とするか協議を進めた結果、議会機能の向上のために

は「委員数８人の２５人」が理想ではあるが、現状においては、現定数、

本市の人口規模などを勘案し、「委員数７人の２２人」が適当であるとの結

論に至った。 
 

⑷ 条例改正 

次の一般選挙から議員定数を２２人とする条例改正案を委員会提出議案

として提出することとした。 


